
１．はじめに

当工事は国道１５８号安曇村地先の道路築造（拡幅）

工事である。施工箇所は国道が河川沿いにあり、河

川と国道との高低差が１４～１５mあった。法面は急

勾配で、国道沿いには既設歩道が張り出し構造で築

造されており現場調査を起工測量・岩質調査・近接

物件調査など基に念入りな施工計画が必要とされた。

（工事概要）施工延長 L＝４９．０m 設計幅W＝６．５

（１２．０）m 道路土工 掘削 ２３０�

盛土 ４，３７０�

法面工 モルタル吹付４９２m２

コンクリート工 ４７７�

上記吹付けに対しては施工方法を監督員と協議変

更し安全値に確保した（前回施工箇所に対しても岩

盤風化を防ぐ為吹付けモルタルを施工した）。
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図―１ 計画横断図写真―１ 着工前

写真―２ 伐木・法面堆積土除去

完了

写真―３ 法面モルタル吹付完了
上記吹付けに対しては施工方法を監

督員と協議変更し安全値に確保した。
（前回施工箇所に対しても岩盤風化を
防ぐ為吹付けモルタルを施工した）

写真―４ 完成全景
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２．現場における課題・問題点

施工に対する問題点

１．既設歩道が河川側に張り出し構造となっている

為路上からの施工が困難（写真―５）。

２．現況地形状況複雑化している。

・自然岩がオ－バ－ハングとなっている箇所があ

る為落石・崩落に伴い国道への影響が懸念される

事と作業ヤードの確保が困難であった（写真―６）。

・巨木（ケヤキ）の根が点在している上、根が岩

に入り込んでいる為撤去時の崩落の危険。また、

クラック等が多くみうけられ風化箇所が多い事も

同時に確認した（写真―７）。

・法面よりの湧水箇所を確認した。

・堆積土を撤去した後、国道下部まで達する空胴

を確認した（写真―８）。

安全管理と並行する施工方法の問題点

１．計画擁壁工の床付け高さと既設歩道高との高低

差が１４～１５mある為転落の危険性があった。

２．歩道に沿って下水道管が埋設されている為下水

道管の破損のおそれがあった。

３．堆積土がある為、掘削時に於いて法面崩落によ

り国道に影響を及ぼすと思われた。

４．現況歩道確保について

・現況歩道橋脚、橋台が根入れ不足により掘削時

の安全性が確保できない。

３．対応策・工夫改良点

施工位置条件を考慮した結果、上部に張り出し歩

道があり巨木の根が現況岩等に入り込んでいる為、

既設歩道撤去・片切掘削時、国道１５８号線に影響を

及ぼす可能性が多いと判断し、別の施工方法とし盛

土工法にしました。

１．施工箇所河川部分に渇水期利用して下流側２００

m付近より河川左岸側に進入路を施工しました。

２．盛土を行い作業ヤードを確保した。

写真―７ 巨木（ケヤキ）の根が
岩盤の隙間へ入りこんで
いた

写真―５ 既設歩道・現況地形状況

写真―８ 空胴写真

写真―６ 既設歩道・現況地形状況
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（盛土施工の利点）

・施工方法とし盛土工法を行ない法面片切掘削時に

おいて、現況地形が変形法面 オ―バ―ハング部・

堆積土箇所・巨木部・現況自然岩のクラック等の

近接箇所にて確認・処理できる

・盛土をおこなっているので、法面崩落時上部への

影響が少ない

・緊急時の機械・作業員の退避がすばやくできる。

３．下水道管対策

掘削に入る前、下水管を確認し施工手順を精査

し工事を行った。

４．盛土施工により足場を確保した後、掘削を行い

掘削時において岩盤等が出た場合はその都度岩盤

の国道への影響を考慮しながら掘削しモルタル吹

付けにより岩盤を保護し擁壁工に着手した。

５．第三者安全対策

既設歩道が安曇小・中学校の通学路なので歩道

を確保した計画・実施を行った。特に国道１５８号

線は冬季になると観光客の交通量が増加すると伴

に路面凍結によるスリップ事故に歩行者が巻き込

まれないように、注意看板の増設・歩行者通路の

安全確保に留意し誘導員の配置等の計画を行ない

実施した。工事箇所周辺が凍結し道路管理担当業

者による塩カル散布が間に合ない場合は当工事に

おいて塩カル散布を行った。

・上流ダムとの降雨時ダム放流量確認

・河川流域の影響範囲を最小限に施工

・河川内盛土施工の為、１t土嚢併用作業で作業

ヤード盛土施工

・作業ヤード完了後、上段片切掘削

・上段掘削整形終了後、法面モルタル吹付施工

・下段片切掘削

・下段掘削整形終了後、法面モルタル吹付施工

・既設空胴内処理

・コンクリート工、計画床付まで掘削

・型枠工、法面差し筋、足場、吹付法面処理

生コンクリート打設・養生を各リフト毎施工

写真―９ 盛土写真

図―２ 施工順序
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環境への対策

追加工でモルタル吹付け・空胴へのモルタル注入

及びエアーモルタルを注入した時に最後に残った残

材をトンパックに詰め場外搬出とし、河川内への廃

材流出の防止に努めた。

ダンプ・大型重機を使用するに当り施工箇所周辺

の木々（桜）の枝等をロープ・ネットでまとめ木々

の損傷を極力避けるように養生をし施工を行った。

周辺道路に飛散しているゴミ等を定期的に収集し、

近隣環境への配慮とした。

施工方法等の変更当に関して

・人工岩・現場打 L型擁壁断面変更計画

空胴内にモルタル注入・エアーモルタルの注入

・断面変更計画確認

（断面変更計画時においても、歩道撤去箇所が発

生する）

・自然岩露出部の岩質の確認を行った（現場対応）

現地立会調査を行った

・堆積土厚を立会により確認した

調査内容（重点管理箇所）

１．岩質・既設歩道の基礎構造・歩道桁下の構造確

認

２．L型擁壁基礎支持地盤として不適格の岩と判断

された

・軟岩箇所・貧岩箇所・クラック等が多々見られ

る

・一部CL級の岩盤があるが、腐れ岩・風化箇所

が多く見受けられる

４．おわりに

当工事施工当初は１２月より始まり、施工方法の決

定は冬期に入りました。盛土材料の搬入は降雪時に

なり、搬入ダンプ及び盛土施工重機の安全管理に重

点をおく日々でした。

重機足場盛土施工が完了し、法面片切掘削時は地

形の変動・周囲の状況確認など常時監視を行ない、

転落・崩壊災害の無い様に管理に努め、施工順序の

ように工種変更準備工程管理を行ないました。

当施工に関しては自然との戦いと当初は思われま

したが、施工中には現場周辺地域のこども達の挨拶

やお年寄りの暖かい言葉に励まされ工事の難題にも

最後まで対処できました。

施工中には近隣の皆様に置かれましては大変ご迷

惑をおかけ致しましたが、工事が無事終了できた事

は皆様方のご協力の上で達成されたと痛感させられ

た工事でした。

写真―１０ 堆積箇所
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